
特いきいき高齢者が築く『元気で明るい長寿社会Jをめざして

集一高齢者保健福祉施策のいま・これから一

女性だけの和太鼓グループ「魚津霊気楼太鼓Jの皆さん。「ソイヤ-Jと威勢のいいかけ声が響く。

必ふ富山県

みんなで応援2000年国体
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首都圏がく守っと近くに
北陸本線全線複線電化完成
φ米原-直江津聞を結A斗ヒ陸本線の全線が

この日、複線電化された。北陸本線は大正

2年に全線開通したが、単線のため昭和25

年頃でも富山一上野間は約10時間もかかっ

ていた。戦後の混乱から回復に向い、旅

客・貨物輸送の輸送需要も増大するなか、

複線電化による時間短縮は大きな課題であ

った@その後、ディーゼル特急の導入などで

36年頃には約7時間に短縮。31年から順次

進められていた複線電化工事も、 40年には

県内区間が完成。そして44年、ついに富山

一上野聞が5時間台で桔ばれたのである@北

陸本線は、北陸と3大都市圏や日本海沿岸

都市を結ぶ

大動脈とし

て、沿線住

民の生活や 伊

産業発展、

観光振興な

どを支えて富山一上野聞を5時間台で結んだ電車

pる。 特急 「はくたか」号
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いきいき高齢者が築く

『元気で明るい長寿社会Jをめざして

一高齢者保健福祉施策のし、ま・これからー

とやま感動案内
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2000年とやま国体「夏季大会」
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今
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
夏
、
~
季
大
会
」
に
続

き
、
九
月
九
日
か
う
十
二
日
ま
で
の
四
日
間
、

2
0
0
0年
と
や
ま
国
体
重
季
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

秋
篠
宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
全
国
の
選
手
・
役
員
を
は
じ
め
約

五
、
六

O
O人
が
参
加
。
万
葉
ゆ
か
り
の
地
に

ふ
さ
わ
し
い
踊
り
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
夢
あ

ふ
れ
る
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
富
山
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
全
国
の
選
手
に
熱
い
声

援
を
送
る
な
ど
、
各
地
で
交
流
の
輪
か
大
き
く

広
が
り
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
台
風
等
の
影
響
で
雨
に
悩
ま
さ

れ
た
日
が
続
い
た
に
も
か
か
わ
5
す
、
富
山
県

選
手
団
も
皆
さ
ん
の
声
援
を
受
け
て
大
活
躍
。

連
日
の
優
勝
・
入
賞
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
季
大
会
の
総
合
成
績
は
男
女
総
合
成
績
一

位
に
輝
き
、
冬
季
大
会
と
合
わ
せ
た
夏
季
大
会

終
了
時
点
で
も
一
位
と
、
富
山
県
と
し
て
過
去

最
高
の
成
績
。
続
く
秋
季
大
会
に
向
け
て
大
き

な
励
み
と
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
月
十
四
日
か
う
は
「
秋
季
大
会
」
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
、
二
十
八
日
と
二
十
九
日
に
は
、

「
き
う
り
ん
び
っ
く
富
山
」
。

二
十
世
紀
を
締
め
く
く
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

を
、
皆
さ
ん
の
力
を
合
わ
せ
て
、
い
つ
ま
で
も

心
に
残
る
感
動
の
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

式典演技では子どもたちが完気あふれる夢いっぱいの演技を披露

プールを囲んで全国の選手・役員が勢ぞろいし
た開会式。富山県選手団も堂々の入場(富山
県高岡総合プール)

女予総合成績(皇后杯)

位富山県 317.5点

位東京都

位大阪府

麗事六告終了時点の鎗告邸繍

男女総合成績(天皇杯) 女予総合成績(皇后杯)

261点

261点

位富山県 677.5点

位東京都

位大阪府

男女総合成績(天皇杯)

489点

県広報と世ま 2000.10・11・ 1

本認は白紙100%ι草写生紙を使用しています。

位富山県 375点

作北海道 348点

位東京都 326点

続富山県 850.5点

作北海道 706.5点

位東京都 686点

_ 4..，;ーー--
ボランティアの皆さんも温かく歓迎 (JR高岡駅に設置された

総合案内所)

雨の中、声援を送る皆さん。その一言一言が選手の活力に

2 ・県広報t-~ま 2000.10 ・ 11





特集1
ま
も
な
く
迎
え
る
二
十
一
世
紀
は
、
「
高
齢
者
百
世
紀
」
と

L

。
今
後
さ
ら
に

進
展
す
る
高
齢
化
の
な
か
で
、
県
民
誰
も
が
健
康
で
生
き
、
が
い
な
が
ら
、
い
き
い

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
が
求
め
ら
れ
れで
い
ま
ず
+
者
じ
エ
を
ど
の
よ
う
に

生
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

県
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
宮
冗
気
で
閉
る
い
長
寿
社
会
』
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
保
健
福
紐
施
策
に
取
j
組
ん
で
い
ま
す
。

我
が
国
は
、
今
や
世
界
で
も
有
数
の
長
寿

国
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
本
県
は
全
国
を

上
回
る
速
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

※高

齢
化
率
は
、
平
成
十
二
年
三
月
末
現
在
で
二

0
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
(
同
全
国
十
七
・

一
パ

ー
セ
ン
ト
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
自
ら
の
選
択
に

よ
り
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
で
き
る
、だ

け
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
築
き
あ
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
長
年
培
わ
れ
た
豊
富
な
経
験
や
知

識
、
高
度
な
判
断
力
の
あ
る
高
齢
者
が
、
健

康
で
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
様

な
分
野
で
そ
の
能
力
を
発
揮
し
、
積
極
的
に

社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
す
る
ご

と
も
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
県
で
は
、

①
若
い
と
き
か
ら
の
健
康
"
つ
く
り

②
介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施

③
地
域
の
保
健
と
福
祉
の
推
進

④
高
齢
者
の
能
力
発
揮
と
い
き
が
い
づ
く
り

⑤
保
健
福
祉
の
人
材
養
成

の
五
つ
を
重
点
課
題
と
し
て
、
様
々
な
高
齢

者
保
健
福
祉
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
高
齢
化
率

全
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

施
設
両
面
で
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
健
康
ゃ
つ
く
り

県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
や
市
町
村
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
各
種
教
室
の
開
催
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

健
康
"
つ
く
り
ゃ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

特集いきいき高齢者が築く『元気で明るい長寿社会』をめざして

介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
と
資
質
向
上

ストレ ッチ教室で健康づくり (県国際健康プラザ)

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

@

介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施

介
護
保
険
制
度
は
今
年
四
月
か
ら
導
入
さ

れ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
て
い
ま

す
。
「
要
支
援
」
に
認
定
さ
れ
る
と
、
訪
問
介

護
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)
や
通
所
介
護

合
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
)
、
短
期
入
所
生
活
介
護

(シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。
-
要
介
護
」
に
認
定
さ
れ
る
と
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。
円
滑
な
制
度
運
営
の
た
め
に
、
在
宅
、

--特別養護老人ホーム「だいご苑J(高岡市)。 深夜電力を利用
した全館床暖房など入所者にやさしい構造になっている。

の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
委
員
等
の
資
質
向
上

要
介
護
認
定
の
公
平
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
や
認
定
調

査
員
に
対
し
て
き
め
細
か
な
研
修
を
行

い
、
そ
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

相
談
、
苦
情
処
理
体
制
の
整
備

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
へ
の
相
談
、
苦
情
な

ど
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
適

切
な
指
導
を
行
う
な
ど
、
相
談
、
苦
情
処
理

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

D

@

地
域
の
保
健
と

福
祉
の
推
進

介護保険における主な施設・在宅サービスの現状と目標

介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な

ら
な
い
高
齢
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
以
外
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し、

高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
柄つ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
生
活
の
支
援

食
事
の
配
達
や
外
出
支
援
、

買
い
物
や
除
雪
な
ど
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を

市
町
村
に
助
成
す
る
な
ど
、
高

齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

。

若
い
と
き
か
う
の
健
康
づ
く
り

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
大
き
な
原
因
と
な
る

※生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
誰
も
が
健
や
か
な

高
齢
期
を
迎
え
る
た
め
、
若
い
と
き
か
ら
の

健
康
な
生
活
習
慣
前つ
く
り
の
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

県広報と哲彦 2000.10・11・ 5

※
生
活
習
慣
病

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病

(三
大
成
人
病
)
や
高
血

圧
症
、
糖
尿
病
、
骨
粗
し
よ
う
症
な
ど

食
生
活
の
改
善

保
健
所
や
市
町
村
な
ど
で
、
栄
養
教
室

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。

健
康
相
談
・
健
康
教
育

保
健
所
や
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
健
康
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見

県
健
康
憎
進
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
な
ど

で
、
健
康
診
断
や
各
種
が
ん
検
診
等
を
行

い
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
予
防

市
町
村
芯
ど
で
、
転
倒
予
防
教
室
、
痴
呆

予
防
介
護
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
寝
た

き
り
や
痴
呆
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
口

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援

介
護
用
品
の
支
給
費
用
を
市
町
村
に
助
成

す
る
芯
ど
、
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
経

済
的
砿
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
型
施
設
の
整
備

※
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
整
備
費
用
を
助

成
す
る
な
ど
、
独
り
暮
ら
し
で
も
安
心
し

て
暮
う
せ
る
よ
う
芯
生
活
支
援
型
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
ケ
ア
ハ
ウ
ス

車
椅
子
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用

し
、
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
工
夫
さ

れ
た
低
額
な
料
金
の
入
所
施
設

サービス区分 11年度末現在 16年度末目標 備考

特別養護老人ホーム 3.215床 ※4.200床 ※ 

15年度末

老人保健施設 3.160床 ※3.900床 整備目標数

介護療費型医療施設 2.625床 3.000床

訪問介護(ホームヘルプサービス) 520千時間/年 1.530千時間/年

適所介護(デイサービス) 571千回/年 ※1.196千回/年
※医療機関

適所Ijハピリテーション〔デイリハ) 分室む

短期入所生活介護(ショートステイ} 28干週/年 46干週/年

痴呆性老人クループホーム 7力所 21力所

6・ 県広報t-1きま 2000.10・11

民
間
事
業
者
の
参
入
が
進
み
に
く
い
中

山
間
地
で
の
ヘ
ル
パ
|
車
の
導
入
や
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
費
用
を
市
町

村
に
助
成
す
る
な
ど
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施

設
等
の
整
備
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
申
請
の
代
行
や
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
等
、
介
護
保
険
制
度
で
重
要
な
役

割
を
担
う
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
)
を
約
一
、
五

O
O人
養
成
し
、
そ

16年度末目標

100力所

1.450床
8力所

11力所

主な生活安援型施畿等の現状と目標
サービス区分 11年度末現在

在宅介護主握センター 71力所

ケアハウス 350床
高齢者世話付住宅川パーハウジング)I 2力所

高齢者生活福祉センター 3力所



特集いきいき高齢者が築く 『元気で明るい長寿社会Jをめざして

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
交
流
や
活
動
へ
の

支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

食料品の買い物を手伝うボランティア

図

高
齢
者
の
能
力
発
揮
と

い
き
が
い
づ
く
り

高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
技
能

を
、
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様
々

な
場
面
で
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
多

様
な
い
き
が
い

m

つ
く
り
ゃ
高
齢
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
明
つ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ヘ
ル
パ

l
活
動

六
十
歳
以
上
の
ヘ
ル
パ
ー
を
非
正
規
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
事
業
者
に
助
成
す
る

な
ど
、
高
齢
者
ヘ
ル
パ
|
活
動
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

官
民
一
体
と
な
っ
て

明
る
い
長
寿
社
会
事
つ
く
り
を

県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
新
し
い
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
(
計
画
期
間
一
十
二
i
十
六
年
度
)

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
本
県
の

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
を
よ
り

一
層
充
実
さ

せ
、
行
政
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
者
や
団

体
、
民
間
や
県
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
を
明
ら
か
に

運動の推進、食生活改善の推進

-国際健康プラザを中心とした健康増進施設等の活用の推進

身近な施設での機能訓練実施個所の拡充

地域リハビリテーション支援体制の構築

-転倒骨折予防教室等の介護予防・生活支援サービスの実施

.痴呆予防等に関する知識の普及啓発

各種健康づくりボランティア団体の設立及び自主的活動の支援

へルパ一車やヘJレj(ーステーション等の整備支援による中山間地の

サービス纂盤整備

特別養護老人ホーム、老人保健施設等の整備推進

居宅介護支援事業者や当該事業従事の介護支援専門員の旭織化支援

相談・苦情処理体制の充実

介護支援専門員、ホームヘJレHーの養成、資質の向上

介護椙談員等派遣事業

介護認定審査会委員、認定調査員のきめ細かい研修の実施

富山県の高齢者保健福祉施策体系

1若いときか5の健康づくり

総合的生活習慣病予防対策の推進

健康づくりを支援する環境整備

2介護保険の円滑芯実施

サービス基盤の整備

健康の保持・増進

介護予防の推進

利用者の立場に立ったサービス提供

- t号こ

工場でいきいきと働く高齢者の皆さん (富山市内の事業

所)

定
年
延
長
や
継
続
一雇
用

高
齢
者
が
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き

つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
六
十
五

歳
ま
で
の
定
年
延
長
の
促
進
や
継
続
雇
用

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

へ
の
支
援
を
行
い
、
高
齢
者
の
経
験
と
能

力
に
応
じ
た
就
業
機
会
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す

D

い
き
が
い
やつ
く
り

県
い
き
い
き
長
寿
財
団
へ
の
支
援
を
行

い
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
の
啓
発
普
及
や

様
々
な
い
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
ホ
つ
く
り

県
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

l
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
や
民
間
施
設
に

対
し
て
は
補
助
や
融
資
に
よ
り
バ
リ
ア
フ

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
県
や
市
町

村
等
は
積
極
的
な
施
策
を
展
開
す
る
ご
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な
参
加
で
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
健
康
の

保
持
・
増
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
介
護
が

必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
進
ん
で

受
け
る
こ
と
で
、
能
力
の
維
持
向
上
に
努
め

配食、外出支援等の介護予防・生活支援事業の実施

家族介護教室、介護用品の支給等の家族介護支援特別事業

ケーブルテレビの介護・保健・医療-福祉サービス分野での活用

ケアハウス、高齢者生活福祉センタ 等の整備推進

高齢者向け住宅改修指導事業によるバリアフリー化の推進

ボランティアの活動の普及啓発及び支援

NPO法人の設立、運営支援

-児童、生徒のボランティア体験機会の増加

-児童生徒向け福祉絵本や福祉国j読本の作成、配布

4高齢者の能力発揮といきがし1づくり

高齢者ヘルjて一活動の推進、高齢者の能力開発促進

定年延長の普及や継続雇用の普及

シルバー人材センター事業の充実

生きがい活動支援適所事業や高齢者仲間づくり事業の実施

福祉のまちづくりの普及啓発

県施設のパりアフリー化の推進、市町村施設や民間施設のバリアフリ 化の支援

低床パス導入やパスシェJレター等の交通施設整備支援

円滑で安定的な制度運営確保

3地域の保健と福祉の推進

地域における支え合いの推進と

保健福祉の連携

多様主主社会参加の場づくり

多様忽居住環境の整備等

在宅サービスの充実と

介護家族への支援

福祉教育の推進

高齢者にやさしいまちづくり

リ
ー
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

低
床
パ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
車
両
の
導
入

費
用
を
助
成
す
る
な
ど
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

@

保
健
福
祉
の
人
材
養
成

質
の
高
い
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
人
材
の
養
成
・
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
各
種
研
修
等
を
通
じ
て
資
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
の
資
質
向
上

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
現
在
、
県
内
に
約

六、

0
0
0人
が
養
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
職
員
等
の
資
質
向
上

介
護
保
険
施
設
等
に
従
事
す
る
介
護
職

員
や
理
学
療
法
士
等
、
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
人
材
の
養
成
と
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

介
護
分
野
で
の
一雇
用
創
出

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
が
、
新
た
に
労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合

な
ど
に
助
成
す
る
※介
護
雇
用
創
出
助
成

金
制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
介
護
雇
用
創
出
助
成
金
制
度

新
規
雇
用
の
場
合
は
、
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
労
働
者
の
賃
金
の
印
を
一
年
間
助
成

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
介
護
や
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

しま
4

ア
レ
よ
'
つ
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

の
皆
さ
ん
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
く
、
だ
さ
い
。

民
間
企
業
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢

者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
努
め

て
く
だ
さ
い
。

介護支援専門員等の現任研修の実施、組織化支援

・介護認定審査会委員、認定調査員のきめ細かい研修の実施

ホームヘjレjてーのレベルアップ研修や看護職員における痴呆高齢者

の処遇指導等の研究機会の充実

ボランティアリーダーの養成及び市町村ボランティアコーディネーター

の資質向上研修

痴呆予防に関する知識等の啓発

寝たきり老人ゼロキャラバンの充実

痴呆性老人グループホームの整備促進

痴染性老人グループホーム適正運営指導ー介護相談員派遣等事業

市町村、保健所で痴呆の相談や処遇指導等を行う職員への研修機会の充実

在宅介護支援センターの整備促進と相談機能の充実

成年後貝制度と連携した地域福祉権利擁護事業の推進及び普及啓発

県痴呆高齢者総合支援対策指針(仮称)の策定

痴呆性高齢者を総合的に支援できるセンター機能の構築

5保健福祉の人材養成

介護保険制度運営の人材養成と資質向上

総合的な施策の展開

介護サービスの充実と処遇環境の整備

質の高い介護サービスの実現

家族等への相談・支援体制の整備

保健・福祉・いきがいづくりの

ボランティア養成

《痴呆性高齢者施策の推進}

墓磁調査と痴呆予防の普及・啓発

保健・福祉の人材養成と確保

痴呆性高齢者の権利擁護

県広報と哲彦 2000.10・11園 7

介護支援専門員研修会の様子

痴
呆
性
高
齢
者
を
衰
え
る

痴
呆
性
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
ア
ル

ツ
八
イ
マ
ー
な
ど
原
因
が
不
明
の
も
の

が
多
く
、
支
援
対
策
も
専
門
性
を
必
要

と
す
る
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か
な
対
応

が
必
要
と
芯
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

痴
呆
予
防
の
普
及
・
啓
発
、
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
質
の
向
上
、
家
族

芯
ど
へ
の
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
痴
呆
予
防
か
ら
医
療
、
福
祉
ま

で
の
総
合
的
な
支
援
指
針
の
策
定
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら

れ
が
ち
だ
っ
た
「
高
齢
社
会
」
を
、
県
民

一
人

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
お

互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら
「
元
気
で
明
る
い

長
寿
社
会
』
を
築
き
上
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

主
な
相
談
窓
口

一
般
的
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
関
す
る
こ
と

富
山
県
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

(
シ
ル
バ
ー
一
一

O
番
)

2
0
7
6
(
4
4
1
)
4
1
1
0
 

介
護
保
険
や
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

相
談
等
に
関
す
る
こ
と

各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

各|介
保|護

署|露
や|ザ

日I~. 川…

翠|天
恩|の
困官 I::!i!= 

重|屠
耽|に

量|盟
、"‘』

課|杢
ιー
と

富
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

岱

0
7
6
(
4
3
1
)
9
8
3
3

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
苦
情
に
関
す
る
こ
と

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
窓
口

合

0
7
6
(
4
3
2
)
2
9
5
9

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
高
齢
福
祉
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
2
7
2
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園園 園 圏 図 圏 困

新人
都と
心街
のが
つ
ス水
右辺
い14
?¥J主手

両

舌自

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
語
り
、
未
来
へ
と
つ
な

とやま感動案内

運河の両岸には木製テ‘ッキが設けられている。向と

うに見えるのが天門橋。展望塔の垂直のイメージを

表す「天」と、形が表す「門」を組み合わせてその名が

つけられた。

環水公園入口。「環水Jとは、地球を循環する水を象徴し、"めぐ

る水"の豊かさを表現したもの。

とやま自遊館

環水公園入口 サンフォjレテ

命
令、 ヴミ弘
司‘ F

t ¥ -v， ¥ 

色彩豊かな石張り舗装広場。天門橋の両側にあり、

水と石が調和する空間に人々が行き交う。

弔じ

ら43
1< : 

〆
展望繕

石張り舗装の広場の中央部には噴水が設けられ、

子どもたちが楽しげに水とふれあっている。

1富岩運河環水公園
ライトアップされた天門橋。幻想的でロマンチックな夜景が、訪れる人の心をときめかせる。美しいアーチと

展望塔、そして周囲の建物が水面に映り、新しいうるおい空間をつくっている。

泉と滝の広場にある水盤。中心か5毎

分8m3の水が湧き出ている。

開園田/圏内はいつでも利用可能
ただし、天門橋両岸の展望塔につい
ては、午前9時~午後9時30分
(冬期聞は終了時間を早めることが

あります。)

夜間照明/日没~午後10時
問合せ/ (財)富山県民福祉公園

ftOプ66(56)6128

富岩運河環水公園

富山県・富山市の産業・文化を先導し、富山

駅北地区に新都心を形成する「とやま都市

MIRAI計画」のシンボルゾーンとして整備

している面積9.7haの親水文化公園で、平

成9年度より一部開園。天門橋展望塔内の

ギャラリーで富岩運河の歴史忽どを紹介し

ている。周辺には、「とやま自遊館笹山勤

労者総合福祉センター)Jrサンフォルテ

(富山県女"主総合センター)Jf富山市総合体

育館」などがあり、調和のとれた都市空間

となっている。富山駅北口から、シンボル

ロードのブーlレJC-Jレで結ぼれている。ち

なみに、富岩とは富山と岩瀬の頭の文字を

とったもの。

-富山駅北口から徒歩約15分

県広報と哲彦 2000.10・11・ 9

水
の
恵
み
に
、
心
や
す
ら
ぐ

富
山
駅
北
地
区
に
建
ち
並
ぶ
ビ
ル
群
の

な
か
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
水
面
が
広
が

り、

青
い
空
を
映
し
て
輝
い
て
い
る
。
か
つ

て
こ
の
辺
り
は
、
富
山
駅
北
と
東
岩
瀬
港

ふ

が

ん

(
現
富
山
港
)
を
結
ぶ
富
岩
運
河
の
舟
だ
ま

り
が
あ
っ
た
と
ご
ろ
。
こ
の
水
辺
空
間
の
豊

か
さ
を
テ
l
マ
に
整
備
さ
れ
た
環
水
公
園

は
、
ま
さ
に
新
都
心
の
オ
ア
シ
ス
。
家
族
連

れ
や
若
者
た
ち
が
思
い
思
い
に
楽
し
み
、
く

つ
ろ
い
で
い
る
。

豊
か
に
水
を
た
た
え
る
水
盤
と
半
円
を

描
く
水
の
カ
ー
テ
ン
、
両
岸
に
広
が
る
緑

の
芝
生
と
木
製
の
デ

ッ
キ
、
そ
の
向
こ
う

て
ん

6
ん
き
ょ
う

に
は
、
空
に
向
か
っ
て
そ
び
え
る
天
門
橋
。

大
地
を
思
わ
せ
る
優
し
い
茶
色
を
基
調
に
、

自
然
と

一
体
と
な
っ
た
空
間
は
、
訪
れ
る

人
々
の
心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
。
こ
こ

は、

「
水
の
王
国
と
や
ま
」
を
象
徴
す
る
親

水
文
化
公
園
で
あ
る
。

富
山
と
水
の
歴
史
を
、

公
園
は
静
か
に
語
る

延
長
五
・
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
富

山
石
運
河
は
、
昭
和
十
年
に
完
成
し
た
が
、

完
成
に
至
る
ま
で
の
歴
史
は
、
明
治
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
、
神
通
川
は
富
山
城
の
北
側
を
大

き
く
蛇
行
し
て
お
り
、
度
重
な
る
水
害
を

も
た
ら
し
て
い
た
た
め
、
神
通
川
に
直
線

状
の
水
路
存
建
設
す
る
と
い
う
大
が
か
り
な

改
修
を
行
い
、
大
正
時
代
に
は
こ
れ
が
本

流
と
な
っ
た
口

昭
和
の
初
め
、
県
は
、
港
と
富
山
市
街

地
の
聞
に
水
運
を
聞
き
、
臨
海
工
業
地
帯

を
形
成
す
る
た
め
、
富
岩
運
河
を
掘
削
。

そ
の
掘
っ
た
土
砂
で
神
通
川
の
跡
地
を
埋

め
立
て
、
街
路
を
建
設
す
る
と
い
う
壮
大

な
都
市
計
画
事
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
埋
め
立
て
地
に
生
ま
れ
た
街
に
、
現
在
、

県
庁
や
富
山
市
役
所
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

運
河
は
長
く
水
運
を
担
っ
て
き
た
が
、
や

が
て
、
物
流
の
中
心
は
陸
送
ヘ
移
る
。
役

割
存
』
終
え
た
か
の
よ
う
に
た
た
ず
む
運
河
と

舟
だ
ま
り
を
再
生
し
、
水
を
活
か
し
た
未

来
へ
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
、
富

山
石
運
河
環
水
公
園
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

水
は
め
ぐ
り
、

人
と
自
然
が
と
も
に
息
づ
く

昼
は
光
き
ら
め
く
水
と
緑
を
、
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
輝
き
を
見
せ
る
環
水
公

園
。
橋
面
な
ど
に
木
を
使
い
、
温
も
り
の

あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
つ

て
貯
木
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
4

や
由
来
し
て
お

り
、
遠
く
な
っ
て
い
く
過
去
と
、
新
し
い
時

代
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
名
の
「
環
水
」
に
は
、
富

山
湾
、
日
本
海
、
そ
し
て
地
球
を
め
ぐ
る

水
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

水
と
い
う
自
然
の
恵
み
は
、
時
に
は
人

間
を
苦
し
め
た
が
、
次
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
そ
の
循
環
の
中
で
共
生
し

て
い
く
こ
と
な
の
だ
と
、
私
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

10・ 県広報と哲彦 2000.10・11



と
や
ま
の

和太鼓グループ「魚津霊気楼太鼓」リーダー
かなもりょうこ

金森陽子さん
1975年生まれ魚津市在住

「魚津霊気楼太鼓」は、 20代かう50代の女性だけで構成

する和太鼓グループ。金森陽子さんは、最年少ながらリ

ーダーとして13名のメンJ(ーを率いる。 10月の2000

年とやま国体秋季大会では、バレーボール競技(少年男

子)の開始式(ありそドーム)でオリジナル曲「霊気楼打

ちjを演奏することになっている。晴れ舞台に向けて、

パチを持つ手にもいよいよ力がこもる。

魚
津
で
誕
生
し
た

女
性
だ
け
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

小
刻
み
に
た
た
く
太
鼓
の
音
が
、
さ
ざ

波
と
霊
気
楼
が
出
現
す
る
瞬
間
を
あ
ら
わ

し
、
迫
力
あ
る
響
き
が
、
荒
波
の
う
ね
り

と
魚
た
ち
の
躍
動
す
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る

「屡
気
楼
打
ち
」
。
幻
想
的
な
屡
気

楼
を
太
鼓
演
奏
で
表
現
し
た
と
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
を
、
さ
っ
そ
う
と
演
奏
す
る
の
が

「
魚
津
屋
気
楼
太
鼓
」
。
魚
津
で
誕
生
し
た

女
性
だ
け
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
だ
。

結
成
は
平
成
六
年
。
金
森
さ
ん
の
母
で

日
舞
の
師
範
で
も
あ
る
京
ず
さ
ん
が
「
京

扇
太
鼓
」
の
名
前
で
結
成
。
平
成
九
年
に
、

「
屡
気
楼
打
ち
」
を
ひ
っ
さ
げ
て

息
の
含
っ
た
舞
台
を
披
露
し
た
い

インフォメーションN 。T A M R 。F N 

65歳以上の方の介護保険料の徴収が始まります。10月から、
介護保険では、介護をみんなで支えるため、高齢者の方も含め40歳以上のすべての方に
保険料を納めていただくことになっており、この保険料と同額の公費により、介護サービ
スの費用をまかないます。

本来の
保険料

本来の保険料を
納めます

65歳以上の方の保険料

保険料が軽減された
分は国が負担するこ

保険料を とになります
1 I納める必
21要はあり

ません 本来の保険料の
半額を納めます

65歳以上の方は10月か5納めることになります
40歳から64歳までの方は、すでに4月から保険料を納めて

いただいていますが、 65歳以上の方の保険料は、国の特別

対策により、表のとおりとなっています。

10月からの1年間は、半額の保険料を納めていただくこと

に芯ります。

3月

保険料の額や納め方など、詳しくは、お住まいの市町村や

保険者(介護保険組合)へお問い合わせください。

10月

平成 14年度

4月10月

平成13年度

4月

平成12年度

10月
0 
4月

保険料の額は5段階に設定されています
65歳以上の方の保険料は、無理なくご負担いただけるよう、

所得に応じて5段階に設定されており、老齢・退職年金が年

額18万円(月額1万5干円)以上の方は、年金からの天引き、

それ以外の方は、口座振替等により個別に納めることに芯

ります。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

県民芸術文化祭2000r生活文化展」の開催

いけばなが彩る空間で、美術作品の展示や音楽・舞踊の公

演、お茶会などを行います。

期間 10月15日(日)-----18日(水)

9:00-----18:00 (18日は16:00まで)

場県民会館

容いけば芯展示

NEAR21事業の開催

経済発展が大きく期待される北東アジア地域との経済交流

を促進するため、[貿易・投資の促進J1.人材育成・技術交流」

円育報知的交流Jr観光交流jなどの観点から各種事業を実

施します。

平成12年度

県内16流派と一般公募を合わせ

た542作品を展示

日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写

真の約100作品を展示

県内8流派による茶会を開催

いけばなと洋舞、日舞、音楽など

が融合したパフォーマンス

文芸作品の創作期間中、会場において詩、短歌、

俳句を創作

・問合せ県民芸術文化祭実行委員会

n 076 (444) 9616 

会
内

魚
津
の
郷
土
芸
能
と
し
て
根
付
く
よ
う

「
魚
津
蜜
気
楼
太
鼓
」
と
改
名
し
、
結
成
当

初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
娘
の
陽
子
さ

ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

「
最
年
少
の
私
が
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は

お
こ
が
ま
し
く
て
、
常
に
み
ん
な
で
話
し

合
い
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
息
の
合

っ
た
演
奏
を
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
か
ら
」

素
人
で
も
や
れ
ば
で
き
る

練
習
と
舞
台
で
措
っ
た
心
意
気

お
祭
り
好
き
が
集
ま
っ
た
明
る
い
メ
ン

バ
ー
た
ち
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
太
鼓
は
初
め

て
。
「
素
人
で
も
や
れ
ば
で
き
る
。
み
ん
な

で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

を
合
言
葉
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
。

譜
面
の
な
い
太
鼓
演
奏
は
、
耳
で
聴
き
、

体
で
覚
え
る
し
か
な
い
。
気
が
つ
く
と
パ

チ
に
血
が
に
じ
ん
で
い
た
り
、
「
タ
ン
ク
ト

ッ
プ
が
着
ら
れ
な
い
ほ
ど
」
筋
肉
が
つ
い

た
り
、
女
性
に
と
っ
て
は
有
り
難
く
な
い

こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
に
も
勝
る
太
鼓
の

魅
力
を
金
森
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
パ
チ
を
握
っ
て
太
鼓
に
向
か
う
緊
張
感

が
最
高
で
す
。
す
べ
て
を
忘
れ
て
夢
中
に

な
れ
る
し
、
私
じ
ゃ
な
い
私
に
な
れ
る
。

舞
台
に
あ
が
っ
た
ら
、
さ
あ
、
こ
っ
ち
を

見
ろ
!
っ
て
気
持
ち
で
す
」

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
依
頼
も
年
々
増

え
、
年
間
三
十
件
に
の
ぼ
る
場
数
を
踏
ん

で
き
た
お
か
げ
で
、
舞
台
度
胸
も
満
点
だ
。

美術作晶展示

お茶会の開催

舞台公演

n 076 (432) 1 321 

事業名 期日 会場

北京アジア地織「いきいき富山 11月 9日(木) 宇奈月国際会館
観光商談会j

北東アジア投資商談会 11月13日(月) 富山全日空ホテル

海外人材育成セミナー 11月16日(木) 県民会館

北東アジア経済交流実務講座
11月24日(童) 県民会館

一韓国ビジネスー

経IIT加清産交速業流すセとるミeナコ臼ーマ・米ー・ス東jアジアの 1 1月30日(木) 富山第一ホテル

-問合せ環日本海貿易交流センター

平成12年度子育て支援ネットワークの充実事業
「父親を考えるフォーラム」の開催平成13年度技術専門学院学生募集(前期選考)

将
来
は
富
山
を
代
表
す
る
太
鼓
に

県広報と~ま 2000.10・ 11 ・ 11

観
客
が
乗
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が
伝
わ

っ
て
き
て
、
さ
ら
に
気
合
が
入
っ
て
く
る

舞
台
の
面
白
さ
。
こ
の
醍
醐
昧
を
、
海
外

の
舞
台
で
も
経
験
し
た
い
と
い
う
の
が
、

今
の
金
森
さ
ん
の
夢
だ
。

「
福
光
の
も
ち
つ
き
太
鼓
の
ロ
シ
ア
公
演

に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
言
葉

は
通
じ
な
く
て
も
、
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
姿

は

一
緒
、だ
な
あ
と
感
動
し
ま
し
た
。
あ
の

感
動
を
、
今
度
は
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
と

一
緒
に
昧
わ
い
た
い
ん
で
す
」

と
の
夢
に
向
か
っ
て
、
「
魚
津
屋
気
楼

太
鼓
」
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

も
、
十
月
の

2
0
0
0年
と
や
ま
国
体
秋

季
大
会
で
の
晴
れ
舞
台
を
成
功
さ
せ
た
い

と
練
習
に
励
む
毎
日
。
そ
し
て
い
つ
か

は
、
「
富
山
の
太
鼓
と
い
え
ば
、
魚
津
屡

気
楼
太
鼓
!
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
成
長

し
た
い
と
い
う
金
森
さ
ん
。
パ
チ
に
込
め

た
思
い
の
深
さ
を
表
す
よ
う
に
、
和
太
鼓

の
青
が
力
強
く
響
い
た
。を奏{負品

虫力でベイ日
一

∞
ホ

献
引

の
刑

市

川

川

津
露

魚
披

父親の家庭教育参加について様々な視点から取り上げる

フォーラムを開催します。

日時 11月25日(土)1 3: 1 5~ 1 6: 30 

会 場黒部市国際文化センター

テーマ父親再発見-1父親の役割と家庭教育参加の方

策を考える」

象子育て中のお父さんお母さん、未来のお父さんお

母さんほか、子育てや家庭教育に関心のある方

定 員 200名程度※当日参加可

・問合せ魚津教育事務所 n 0765 (22) 91 50 

県教育委員会生涯学習室 n076 (444) 3435 

対

2年制の職業能力開発施設、県技術専門学院では、 13年4月

入学希望者を募集します。

募集人員各科の定員の半数程度

科名

メカトロニクス科

自動車整備科

情報システム科

オフィスオートメーション科

受験資格平成13年4月1日現在の年齢が30歳以下で、

①平成13年3月に高等学校を卒業見込みの方

②すでに高等学校を卒業した方、もしくは、乙れ

と同等以上の学力を有すると認められる方

出願期間 10月 10日以O~10月 31 日以~)
受験料無料

選考日 11月17日(金)

・問合せ県技術専門学院

12・県広報と哲彦 2000.10・11
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第6回世界ポスタートリ工ンナーレトヤマ2000
[10/29C日)まで]
一般 1，000円/高・大 750円/小・中 500円

金山康喜展ー青のリリシズム
[1113 (祝)~12/17(日)] 

やす菅

富山ゆかりの洋画家金山康喜の哀感の漂う
作品約100点を展示します。
一般 900円/高・大 650円/小・中 450円
9:30~17:00⑮月曜 (10/9 、 16 、 30 は開館)
祝日の翌日 (11/4は開館) 雲
常設展示観覧料 |量
一般 200円高・大 160円小・中 100円

企画展「デ・レイケと常願寺川j
[1018 C日 )~12/10(日)] 
デレイケの日本の台水・砂情への功績などを紹
介します。企画展のみの観覧は無料

フィールドウォッチング
[11/5臼)]r安政飲災害と紘の歴史J(第4回)
[11/9休)H:常願寺川側水施設めぐりJ(第5回)1豆富山

いすれも9:00~16:00
要申込 (小学3年以上/参加費 1，000円)

9:30~17:00⑮月曜 (10/9 、旬、 30は開館)
祝日の翌日 (11/4は開館)至立山崎
一般 400円高・大 320円小・中 200円

ニューコ.ルフ大会

[1 0/22 (日)9 ・ 45~14 ・ 00] (受付9 ・ OO~)

ニューコ、ルフ(Jてークゴルフなど)のストローク

競技大会を行います。

要申込参加費 1，000円(昼食代含む)

もみじの散歩道
[11/12 (日).13 (月)](受付 12 目 30~) I言
参加費一般 200円/小学生以下 100円 " 

自然観察会件ノコ狩りとキノコ汁を楽しむJ
[10/15(日)8 ・ 30~12 ・ 00]
キノコ狩りを楽しみ、キノコ汁を昧わうととも
に、キノコの植生芯どを学びます。

要申込参加貸無料
(キノコ汁試食会参加者は材料貸300円)

特別展示吋Eと緑のポスター原画展JI互開

[1112 (木)~20(月) ] ，. .. N~IC 訓
北陸自幽車道

.いこいの村

dねいの里

R359 

特別企画展R審政初期の農政と農民」
[10/11 (水)~ 12/8 (金)] 
江戸期の藩政の根幹は農政にあります。全国
的にも名高かった加賀藩の農政に焦点をあ
て、各種史料から当時の震政や農民の様相
を探ります。

E高岡 ・GS A6 

」盟基堕
県立 a・
剛曹憧 f三

る . .)公文書館 開

・習Et耐 蜘

歪'J~ .遭冨山高田睡 富山大圏

9:00~17:00 

⑭土曜・日曜・祝日
入館無料

秋を彩る花まつり
[10/27(金)~29(日) ]
南半球・オセアニア地方の花と多肉植物(サ

ボテンなど)の魅力を紹介します。

講習会l警の草花管理」
[1 1/1 1 (土)1 3 : 30~ 1 5: 30] 
草花の越冬対策について学びます。

要申込教材費 1，200円 (予定)

現代の水墨画I
[10/22 (日)まで]
一般 900円/高・大 650円/小・中 450円

六大浮世絵師名晶展
[10/28 (土)~1 1 /26 (日)]
江戸時代の六大浮世絵師(歌麿、写楽、北斎、
広重など)の作晶約120点を展示します。
一般 900円/高・大 650円/小・中 450円

9:30~17:00⑬月曜 (10/9、旬、 30は
祝日の翌日 (11/4は開館)
常設展示観覧料 (展示室以外は無料)
一般 200円高・大 160円小・中 100円

いろいろ貯金箱展
[10ハ 4(土)~11/26(日)] 
10月17日の「貯蓄の日」にあわせて、いろ恥
いろな貯金箱をテーマ別に展示します。

造形発見広場「紙J
[アニマルポックス]
[10/21 (土)~11 126 (日)] 1喜

一枚の紙を組み立てて、箱型の様々な動物をゆ
っくります。材料費 100円

9:30~17:00 ⑭火曜・第4水曜・祝日の翌
日(1114は開館)、 1116
入館無料

至高岡 こども 豆富山

みらい館
主小杉IC太閉山ランド

第15回植物画講習会
[10/28 (土)~29(日) 1 0:00~16:00] 
要申込

企画展示「私の植物写真展」
[11/10 (金)~23(祝) ]

第8固TOYAMA植物フォーラム

「植物が語る日本列島の歴史J
[11/19 (日) 13:00~16 目 00]

9:00~17:00 (11月からは16:30まで)
⑭木曜(11/23は開園)・祝日の翌日(11/4
は開園)一般 600円小・中 300円

神
通
川

ダ
②句e也

韮覇誼 可申

A359 

.ゴルフ圃曹岨

蝿中大構、
主句々e
^ 皿中央植物園

そうはんてんItん

海王丸総帆展帆
[10/15 (日)、 22(日)、 1115(日)] 

練習帆船海王丸富山新港寄港
[1 0ハ 8(水)~23(月)] 
初代、二代目の海王丸揃つての一般公聞を行l，¥ます。
10/21 (土)総帆展帆
10/22(日)船内一般公開

入園自由 帆船海王丸は9:30~17 : 00
⑮月曜 (10/9は乗船可能)・祝日の翌日
(11/4は乗船可能)、 11/6~30は船体整備
のため乗船不可一般 400円小・中 200円

歪富山

特別企画展

「縄文績乱一信越の花形土器たち-J
[10/5 (木)~ 11 / 10 (金) ]
火炎土器として有名な新潟の馬高式土器を
はじめ、富山の天神山式土器、長野の勝坂式
土器など信越地方の代表的な土器を展示し
ます。

圭滑川

神
通
川9:00~17:00 

⑮土曜・日曜・祝日住期中は無休)
入館無料

にんぎょうシアター inミラージ.ュ2000
[11/4(土).5 (日) 14:30~] 
手作りのにんぎようによる楽しいステージ
を繰り広げます。
各自 600円(当日 700円)全席自由

南河内万歳一座公演
[11/23C祝) 15 :00~ ] 
笑いあり涙ありプロレス技ありのパワフル
で楽しいステージを繰り広げます。 ItE.IllI_川島J
3，500円(当日4，000円)全席指定 | 一;

E 新川文化
市-1レ

A8/{イ"ス

。
@体育の目

o ，@ I閃l インフォメーシヨン

は、富山県知事選挙の投票日です。

//  

投票日にお会いできない方は

不在者綾震で。毎日午後8時
まで待ってます。

-投票日当日の投票時間は、一部の投票所を除き、

午前7時から午後8時までです。

・仕事や冠婚葬祭、旅行などで、投票日に投票がで

きない方は不在者投票ができます(午前8時 30分

か ら 午 後8時まで)。印鑑も不要で、土曜・日躍でも

投票できます。

-問合せ

県選挙管理委員会 ft 076 (444)3183 

各市町村選挙管理委員会

県広報とやまの各世帯配布版は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版

は、次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1階)、

県の各施設、市町村役場、図書館、文化

ホーjレ、公共温泉施設、主なショッピング

センタ一、いきいき KAN(富山駅前C
IC5階)、 ]RJ駅(一部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読

回数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として 1回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版各l立帯配布版の両方
を郵送しますが、郵送料の負担は通常版の分だ
けで結構です。

あて先

〒930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

7月号プレゼント当選者・2000年国体精製スポーツタオル

吉田克義さん(黒部市)、中山孝市さん(氷見市)、

島崎充史さん (小矢部市)、 吹還幸治さん (婦中

町)、福富功さん (福野町)

正解は「人権教育jでした。

とやまの情報お伝えします![10月の県政番組] ※タイトルは、いずれ也仮題です。

こんにちは富山県です 北日本放送テレビ : 富山見たモン勝ち チューリップテレビ
毎逓日曜日:00~11:30 : 第4日曜 10:00-10:52 

1日青少年の健全育成 : 22日多機能芯木に注目 l

8日 2000年とやま国体秋季大会開催まであと6日:
とやま県聞録 FMとやま

15日元気芯県づくり : 毎週月曜~木曜日 :30~11:40
22日きらりんびっく富山開催まであと6日 1 毎週土曜 11:30-11:55 
29日ふるさと探訪~細入村~

とやま超発見 1 富山テレビ
フォー力ス・イン2 毎週日曜 9:00~9:30

1日数字でわかる富山県

8日深層水

15日富山はじめて物語

22日富山文学散歩

29日食生活を見直そう

このほか、新聞広報やインターネットでも

県政情報をお伝えしています。

・新聞広報「県か5のお知5せJ
10月7日・21日の朝刊各紙に掲載予定

・富山県ホームページ

http://www.pref.toyama.jp/ 

9:00~16:30 

⑮火曜
入館無料

14・ 県広報と哲彦 2000.10・11

自応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、

年齢、職業と、本誌の感想-入手方法を記載。

あて先/ 〒930-8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま 10.11月号Jクイズ係

締切/11月10日(金)(消印有効)

正解者の中から 10名の方

に、 12000年国体特製ス

ポーツタオル」をプレゼン

卜します。

2000年とやま国体夏季大会で大活

躍の富山県勢。これまでで最高の成

績を収めました。さて、夏季大会の

総合成績は、富山県は何位だったで

しょうか。

「天皇杯O位、皇后杯O位Jと
お答えください。

.訂正 8月号の特集3ページの本文で「富山湾の広さは約2，120平方メートル」とあったのは「約2，120平方キロメートル」の誤りでした。

12月号(各世帯配布版)は 12月上旬に発行予定です。

県広報と廿ま 2000.10・11・ 13
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水
は
流
れ
、
駆
け
下
り
、

渓
谷
の
交
響
曲
と
な
る
。

Vol.27 
宮島峡の滝とせせらぎ

・小矢部市

小
矢
部
市
北
部
の
静
か
な
山
あ
い
を
縫
う
よ
う

こ
な
で

に
流
れ
る
子
撫
川
。
そ
の
清
流
に
沿
っ
て
続
く

美
し
い
渓
谷
が
、
宮
島
峡
で
あ
る
。

ゴ
ォ
l
ッ
。
山
深
く
入
っ
て
い
く
と
、
や
が
て

"
小
ナ
イ
ア
ガ
ラ
“
と
い
わ
れ
る
「

一
の
滝
」
に

出
会
う
。
水
量
が
多
い
と
き
は
七
十
メ
ー
ト
ル

の
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
流
れ
落
ち
、
迫
力
あ
る
水

音
を
あ
た
り
の
杉
林
に
響
か
せ
る
。
渇
水
期
に

な
る
と
川
底
か
ら
顔
を
出
す
の
が
、
大
小
さ
ま

お
う
け
つ

ざ
ま
な
ポ

ッ
ト
ホ

l
ル
(
臨
穴
)
。
上
流
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
幾
つ
も
の
小
石
が
滝
か
ら
流
れ
落

ち
、
長
い
年
月
を
か
け
て
丸
い
窪
み
を
作
り
出

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

一
の
滝
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
上
流
に
進
む

と、

三
段
に
な
っ
て
流
れ
落
ち
る
「
二
の
滝
」
が

現
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
違
う
三
段
の
滝
を
路

上
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
さ
ら
に
上
流
に
上
る
と
現
れ
る
の
が
、
昔

か
ら
竜
が
棲
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
龍

ぐ
う
ぶ
ち

宮
淵
」
と
「
三
の
滝
」
。
う
っ
そ
う
と
繁
る
木
々
に

守
ら
れ
て
、
緑
色
の
水
を
た
た
え
る
淵
の
ひ
っ

そ
り
と
し
た
静
け
さ
と
、
滝
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
の
音
が
見
事
に
対
を
な
し
て
お
り
、
幻
想
的

な
空
間
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

渓
流
に
は
人
魚
や
女
神
な
ど
十
二
体
の
像
が
た

た
ず
み
、
静
か
に
流
れ
を
見
つ
め
る
。

水
音
は
、
自
然
の
懐
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
な
が

ら
響
く
。
や
が
て
木
々
は
色
づ
き
、
舞
い
落
ち
、

水
面
を
流
れ
て
い
く
葉
も
鮮
や
か
に
な
る
。

写
真
は
、
二
の
滝
の
一
段
目
の
も
の
で
す
。
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